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まずは、正しく譜読みすることが肝心です。臨時記号の効力は一小節間です!とても運指が難しいですが、下記の例

を参考に毎日コツコツと1フレーズずつ完成させちゃいましょう!

フレーズ練習の工夫（例えば「ダイコンにんじんハクサイ」というフレーズだとして…）

①16分音符の、ケタで繋がっている塊「ダイコン」「にんじん」…とそれぞれ分解して一塊ずつさらう

②塊ごとに吹けるようになったら、今度は「ダイコンに」「にんじんハ」…のように次の塊の一つめの音まで繋げ、
後に繋げやすくする(この段階で、リズム練習を加えると指のコントロールに効果的)

③一気に繋げず、一塊ずつ繋げて増やしていく。（後ろから練習も効果的→ハクサイ→にんじんハクサイ→ダイコン
にんじんハクサイ…といった感じです）ゴール目指して頑張って!

【I】～【K】までのそれぞれのsolo→旋律を、ゆっくり、スラーで練習してみてください。フレーズ感が養われると

思います。Picc.は息をコンパクトに吹き、音が開きすぎないように意識して。

Ⅰ 行進曲「煌めきの朝」 作曲:牧野 圭吾

たっぷり歌うには、意外と速いテンポです。重くなりすぎず、軽快に歯切れよく、でも豊かに歌うこと。付点八分音

符に速いヴィブラートを上手くつかえると旋律が生き生きとしそうです。

装飾音符に気をとられすぎて、リズムやアーティキュレーションが雑にならないように。

1st、2ndの36小節、点線で記譜されたスラーは、スラーに近い感じでタンギングは柔らかめ。

アリアの歌い方→前の音から三連符の頭にタイがかかり、リズムがとりにくいと思いますので、三連符の頭に少し重
心を置くと吹きやすいです。そして、三連符をよく歌いこんだ余韻で次の音へ跳躍します。

Ⅱ ポロネーズとアリア ～吹 奏 楽 の た め に ～ 作 曲 : 宮 下 秀 樹
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はじめに
バンド全体の中ではサウンドの色彩や透明感を担当するフルート、ピッコロ。今回は小鳥のさえずるようなオブリ

ガードや、安らぎを感じさせるsoloもありますね。強弱だけでなく音色の濃淡を駆使して表現したいものです。音が
安定しない人は、頭部管を唇に少し強めに押し当ててみてください。
トリルについては、運指、音量、音程、全音トリル、半音トリルなどに注意しましょう。
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ポップスの経験が少ない人でも、発音やフレーズの細かなイントネーションをいつもより大げさに、リズムやアー

ティキュレーションを際立たせることで、ちょっと爽快になります。適度に脱力感を出すのもお忘れなく。

アーティキュレーションは正確に、むしろ誇張して演奏しましょう!

裏拍からかかるスラーの頭はできるだけ強い発音で。

9小節、13小節の出だしは、フルート、ピッコロなら、口でやるより一つ下の音をひっかけて装飾音のように奏する
と効果的。

波線下降グリッサンド→テンポがかなり速いので、その調性の音階で下降する練習をしてみたり、パートで表現を工
夫してみましょう。

Ⅲ レトロ 作曲:天野正道

スキップのように、つま先しか地面につかないような、フワフワしたリズム感です。タイをはずして拍子感をつかむ

練習をしましょう!

「テーマのフレーズ」や「スラーの最後の音」は、響きをとめず上に飛ばすような感じです。

5、6小節、25、26小節、29、30小節、33～38小節にかかるタイは、フレーズの途中ではありますが、フルート、
ピッコロの場合、ブツ切りにしないような音の処理をして次の音に入ります。

49、50小節のようなフレーズ、他にも何度も登場しますが、アーティキュレーションどおりに。1拍目と4拍目はシ
ラブルを柔らかめにして丁寧に置いていきます。

【I】～【J】までの、トリルと後打音攻めは大切な場面ですので後打音も、何とか揃えたいですね。

6拍目に後打音を入れるとして、♪=2個、又は3個ずつトリルが入ると思いますが、2個ずつの場合は、トリルの最後
が親音符に戻って、後打音へ。忙しいですが、頑張ろう!

Ⅳ マーチ「ペガサスの夢」 作曲:水口 透
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